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フタル酸ジ-n-オクチル（CAS no. 117-84-0） 

 

文献信頼性評価結果 

 
示唆された作用 

エストロゲン 抗エストロゲン アンドロゲン 抗アンドロゲン
甲状腺 
ホルモン 

抗甲状腺 
ホルモン 

脱皮 
ホルモン

その他
*

－ － － － ○ ○ － ○ 

 

○：既存知見から示唆された作用 
－：既存知見から示唆されなかった作用 
*その他：視床下部―下垂体―生殖腺軸への作用等 

 
フタル酸ジ-n-オクチルの内分泌かく乱作用に関連する報告として、試験管内試験の報告におい

て、抗甲状腺ホルモン作用を示すこと、疫学的調査の報告において視床下部―下垂体―甲状腺軸へ

の作用を示すことが示唆された。 

 

(１)抗甲状腺ホルモン作用 

 Shi ら(2012)によって、フタル酸ジ-n-オクチル 0.001、0.01、0.1、１、10、100μM(=0.391、3.91、

39.1、391、3,910、39,100μg/L)の濃度に 24 時間ばく露(トリヨードサイロニン５nM 共存下)し

たアフリカミドリザル腎臓線維芽細胞 CV-1 (甲状腺受容体 βのリガンド結合ドメインを発現)

によるレポーターアッセイ(ヒト甲状腺ホルモン応答配列をもつレポーター遺伝子導入細胞を

用いたルシフェラーゼ発現誘導)が検討されている。その結果として、１μM(=391μg/L)以上の

濃度区でルシフェラーゼ発現誘導の阻害が認められた。 

 

(２)疫学的調査 

 Meeker と Ferguson(2011)によって、フタル酸ジ-n-オクチルについて、米国にて 2007 年から 2008

年にかけて(12 歳以上の国民 2,035 名を対象とした NHANES: National Health and Nutrition 

Examination Survey)、12 歳から 19 歳の男性 185 名、女性 170 名(尿中 MCPP**幾何平均濃度

3.01μg/L、血清中総サイロキシン算術平均濃度 7.6μg/mL、血清中遊離サイロキシン幾何平均濃

度 0.8ng/dL、血清中総トリヨードサイロニン算術平均濃度 129ng/dL、血清中遊離トリヨードサ

イロニン幾何平均濃度 3.6pg/mL、血清中甲状腺刺激ホルモン幾何平均濃度 1.4uIU/mL、血清中

サイログロブリン幾何平均濃度 8.1ng/mL)を対象に、尿中フタル酸エステル類代謝物と血清中

甲状腺関連ホルモン類濃度との関連性について検討されている。その結果として、尿中 MCPP

濃度との多変数線形回帰分析において、血清中総サイロキシン濃度、血清中遊離サイロキシン

濃度とに負の相関性が認められた。なお、血清中総トリヨードサイロニン濃度、血清中遊離ト

リヨードサイロニン濃度、血清中甲状腺刺激ホルモン濃度、血清中サイログロブリン濃度には

相関性は認められなかった。 

  また、20 歳以上の男性 737 名、女性 668 名(尿中 MCPP 幾何平均濃度 2.42μg/L、血清中総サ

イロキシン算術平均濃度 7.7μg/mL、血清中遊離サイロキシン幾何平均濃度 0.8ng/dL、血清中総

トリヨードサイロニン算術平均濃度 113ng/dL、血清中遊離トリヨードサイロニン幾何平均濃度

3.2pg/mL、血清中甲状腺刺激ホルモン幾何平均濃度 1.6uIU/mL、血清中サイログロブリン幾何

平均濃度 10.2ng/mL)を対象に、尿中フタル酸エステル類代謝物と血清中甲状腺関連ホルモン類
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濃度との関連性について検討されている。その結果として、尿中 MCPP 濃度との多変数線形回

帰分析において、血清中遊離トリヨードサイロニン濃度とに負の相関性が認められた。なお、

血清中総サイロキシン濃度、血清中遊離サイロキシン濃度、血清中総トリヨードサイロニン濃

度、血清中甲状腺刺激ホルモン濃度、血清中サイログロブリン濃度には相関性は認められなか

った。 

**MCPP:フタル酸モノ(3-カルボキシプロピル)はフタル酸ジ-n-オクチル及びフタル酸ジブチル

の代謝物に相当 

 想定される作用メカニズム：視床下部―下垂体―甲状腺軸への作用 
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